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1月のスポットサイエンス 

開催日時 プログラム 

４日（日） 実験ショー バンジーチャイム演奏会 

１８日（日） 工作 紙コップボイスチェンジャー 

 ２５日（日） 実験ショー おもしろ静電気実験 

３１日（土） 実験ショー レモン水は電気が流れる

 ▼   

     『牛乳パックで折りゴマ』 

・平日：13：30～15：30  
・土日冬休み：10：00～11：30、13：30～15：30 

※開催時間などくわしくは、当館ホームページをご覧く
ださい。 

昨年はレモン彗星が地

球に近づきました。ま

た、太陽の活動が活発

になった影響で、北海

道でも低緯度オーロラ

が現れましたが、いず

れも肉眼での観察はむ

ずかしかったですね。 

さて、2026年はどんな

天文現象が見られるの

でしょう？ 

３月３日に『皆既月食』 

 月が赤黒く見える皆既月食は、太陽によってできる

地球の影に月が隠れるために起こります。月食は、太

陽・地球・月が一直線に並ぶ時、つまり満月の時にだ

け起きますが、満月のたびに起きるわけではありませ

ん。それは太陽の見かけの通り道

（黄道・こうどう）に対し、月の見かけ

の通り道（白道・はくどう）が傾いて

いるためです。    

 室蘭で皆既月食が見られるのは、

昨年９月に続き２年連続です。昨年の皆既月食は夜明

け前に起きましたが、今年は３月３日（火）の午後８～

９時頃という観察しやすい時間に見られます。 

 幻想的な月をぜひ眺めてみてください。 

▲皆既中の月 

→月が赤黒く見えるのは、太陽からやっ

てくる光のうち、波長の長い赤い光が地

球の大気に散乱されにくく、そのまま月を

照らすためです。 

         （撮影：2025年9月室蘭市） 

三大流星群のうち、８月の『ペルセウ

ス座流星群』と１２月の『ふたご座流

星群』は、月明かりの影響を受けず、

良い条件で観察できそうです。 

『星食
せいしょく

』ってなに？ 

 星食とは星を食べると書きますが、星を食べる
のはいったいだれなのでしょう？それは月です。
月の通り道付近にある惑星や星が一時的に月
に隠される現象です。 

  2026年は、しし座の1等星のレグルス食が３
回起きますが、1月７日と３月２日が観察しやす
いです。 

 すばると呼ばれる、おうし座のプレヤデス星団
食は今年４回起きますが、11月24日は
暗くなってから起きるので、観察しやす
いでしょう。 

 なお、2026年に惑星食は起きません。 

２０２６年は 


